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水

彩
畫

會

大

阪

支

部

會

告

（
三
月
十

日
）

△
第

一
回
寫
生
會

は
三
月

一
日
坂
神

電
鐵
梅
田
停
留
場
に
午
前
七
時
集
合

し
大
和
田
、
佃
島
に
向
ひ
、
各
自
寫
生

二
枚
を
得
て
仝
日
午
後

三
時
降
雨

の
た
め
散
會
す
。
來
會
者
大
隅
直
造
、
大
塚
正
秀
、
松
代
安
太
郎
、
吉
田

覺
衛
、
齋
藤
清
次
郎
、
北
山
清
太
郎
、
大
塚
作
次
郎

の
七
氏
な
り
。
次
回

寫
生
會

は
來

る
三
月
十

五
日
堺
住
吉

方
面
に
出
動
し
、
第

三
回

（
四
月

一

日
）
は
木
津
川
附
近

の
豫
定
な
り
。

△
三
月

の
研
究
會

は
人
體
部
と
石
膏
部

の
二
部
に
別
ち
。
毎
夜
七
時
よ
り

十
時
迄

と
し
事
務
所

に
て
同
月
六
日
よ
り
開
始

し
來
る
十
九
日
を
以
て
閉

會

の
都
合
に
て
有
之
候
。
人
體
部
の
第

一
週
間
は
男
の
モ
デ
ル
に
て
引
舟

の
姿
態

に
て
次
週
間
は
女
が
來
る
豫
定
。
石
膏
部
ぼ
ホ
ー

マ
ン
を
使
用
せ

り
。
第

一
週
間

の
研
究
生
に
人
體

部
大
塚
作
次
郎
、
大
塚
正
秀
、
木
村
貞

一
、
北
山
清
太
郎
、
石
膏
部
左
山
鐵

三
、
三
宅
周
藏

の
總
て
六
名
な
り
き

次
週
間

に
は
三
四
名

の
研
究
生
増

加
す
る
筈
な
り
。

△
太
平
洋
畫

會
寫

生
團
を
迎
ふ
、
三
月
四
日
午
後
八
時
四
十
分

一
行
を
載

せ
た
列
車
は
梅

田
に
着

い
た
主
な
る
方

々
は
大
下
、
吉
田
、
中
川
、
小
杉

渡
部
其
他
二
三
の
先
生
方

に
て
、
大
下
先
生

の
支
部
御
來
臨
は
都
合
で
歸

途

一
泊

の
豫
定
で
、
親
し
く
互
評
例
會

に
臨
ま
る
ゝ
由
。

一

△
第
四
回
寫

生
會
は
來

る
四
月
十
五
日
午
前
七
時
難
波
停
車
場
に
集
合
し

堺
方
面
に
向

ふ
、
同
第
五
回
は
五
月

一
日
午
前
六
時

三
十
分
梅

田
停
留
所

に
集
合
し
六
甲
山
附
近
に
各
晝
食
携
帯
費
用
自
辨
の
事
。

△
四
月

の
研
究
會
。
四
月
三
日

よ
り
全
十
六
日
迄
の
二
週
間
開
催
、
時
間

其
他
は
前
回

に
仝
じ
、
會
費
人
體
部

一
圓
、
石
膏
部
七
十
銭
申
込
は
四
月

三
日
迄
、
會
費

は
開
始

の
初
日
に
御
持
參

の
事

△
第

二
回
（
四
月
）
互
評
會

は
十
五
日
午
後
六
時
よ
り
全
十
時
迄
と
、
十
六

日
（
日
曜
日
）
午
前
九
時

よ
り
仝
午
後
四
時
迄
開
催

す
、
來
會
随
意

（會
員

に
非
ざ
る
者
に
て
も
）
出
品
畫

は
十
三
日
中
を

以
て
締
切
と
致
申
候
。

△
大
阪
在
住

（其
他
地
方
在
住
）
『
み
づ
ゑ
』
讀
者
諸
氏
に
告
す
。
前
號
『
み
づ

ゑ
』
誌
上
に
て
發
表

せ
し
會
則

の
如
き
趣
意
を
以
て
★
に
大
阪
支
部
を
分

設
仕
り
候
に
就
き
、
此
際
御
入
會
相
成
度
、
種

々
研
究
上
の
便
宜
を
得
申

候
は
勿
論
、
相
互
に
同
趣
味
者

の
交
際
も
出
來
得
可
く
と
存
候

へ
ば
大

い

に
御
賛
成
あ
ら
ん
事
を
希
望
仕
り
候

（
會
則
入
用

の
方
は
二
銭
切
手
封
入

申
込
ま
れ
た
し
）
大
阪
市
南
區
大
寳
寺
町
中

ノ
丁

一
五

一
北
山
清
太
郎
方

仝
支
部

大
阪
支
部
入
會
者
左
の
如
し

大
阪
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日
本
水
彩
畫
會
大
阪
支
部
寫
生
行
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大

阪
　
　
　
大
隅
 
直
造

三
月

一
日
、
日
本
水
彩
畫
會
大
阪

支
部

の
第
一
回
寫

生
行

は
、
阪
神
電
軌

沿
線
佃
附
近
に
開
か
れ
た
。
當

日
は
幸

に
好
晴
に
し

て
、
寫

生
日
和
と
て

も
云
ふ
べ
き
か
、
天
は
吾
等

の
擧
を
替
し

た
の
で
あ
ら
う
。
午
前
七
時
半

梅

田
に
會
員
中
の
有
志
一

同
集
合
な
し
、
同
五
十
分
電
車
に
打
乗
り
て
出

發
す

。
間
も
な
く
、
大
和
田
に
着
し
、
こ
ゝ
に
下
車
な
し
て
徒
歩
佃
に
向

ふ
。
途
中

に
は
見
る
べ
き
畫
題
も
多
く
あ
り
て
、
足
を
止
む
る
事
も
★

々

な
り
し
も
、
總

て
午
後

に
割
愛
な
し
て
、程
な
く
目
的
地
な
る
佃

に
達
す

、

鐵
橋
を
越
え
て
小
川
の
ほ
と
り
に
S
K
、
K
Y
、
S
S

の
諸
君

と
僕

と
は

三
脚
を
す

へ
た
、
、無
言

に
て
筆
を
運
ば

す
事
約
二
時
間
、

一
同
寫
生
を
終

り
、
S
K
君

の
批
詐
及
注
意
等
あ
り
。
そ
れ
よ
り
、
晝
食
を
喫
し
て
大
和

田
の
森
を
寫
生
に
行
く
。
M
O
君
は
何
處

に
行
か
れ
し
か
、
數

度
呼

べ
ど

も
答

へ
も
な
し
、
か
ね

て
約
束
も
あ
れ
ば
其
儘

に
行
き
て
、
適
當

の
場
所

に
腰
を
下
し
て
森

の
輪
廓

の
漸
く
終
り

し
頃
、
さ
し
も
に
晴
れ
し
空
に
、

い
つ
か
雨
雲
に
掩
は
れ
て
、
果
て
は
雨
さ

へ
降
り
初

め
、
一
同
の
口
よ
り

思
は
ず
残
念
の

一
聲
は
洩
れ
た
、
然
し
幸
に
し
て
後
方
土
堤
下
に
新
築
中

の
家
あ
り
し
か
ば
、
直
ち
に
そ

の
中
に
入
り
て
、
引
績

き
寫
生
を
な
す
。

時
雨
と
思

ひ
し
雨
は
、
漸

や
く
降
り

つ
の
り
て
今

は
致
し
方

も
な
く

、
遂

に
中
止
と
な
り
森

の
圖
の
終
る

と
共

に
0
M

君
と
歸
り
來
ら
れ
し
か
ば
、

打
揃
ひ

て
歸
路
に
就
く
。
斯
く

の
如
く
第

一
囘
は
不
成
功
に
終
り
し
も
、

近
日
第

二
囘
擧
行

の
議
あ
り
、
當
市
附
近

の
同
好
者
諸
君
、
來
り

て
僕
等

と
行
を
共

に
せ
ず

や
。
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和
歌
浦
　
　不 

圖

楢

の
梢
を
ゆ
す

る
寒
風
が
ど
う
ど
う

と
、
大
波

て
も
寄
す
な
か
の
樣
な
音

の
す

る
日
は
實
に
寒

い
。
日
曜
に
は
至

つ
て
こ
ん
な
片
輪
な
日
が
多

い
。

今
日
も
矢
張
り
片
輪

の
域

を
脱
す
る
こ
と
の
出
來
な

い
程
寒

い
日
和
だ
。

吾
が
輩

は
別

に
こ
ん
な
日
を
好
ん
だ
譯

で
も
撰
繹
し
た
譯

で
も
な

い
が
、

不
斷
ず
ぼ
ら
な
男
は
、
何
の
因
果
か
こ
ん
な
日
に
巡
り
遇

ふ
こ
と
が
珍
ら

し
く
も
な
け
れ
ば
別
に
取
り
立
て
て
不
思
議
が
る
暇
も
な

い
か
ら
カ
バ
ン

を
肩
に
郊
外

に
出
た
。

探

し
廻

っ
て
居
る
と
小
さ
な
丘
が
大
き
な
山
に
捨

て
ら
れ
た
樣

に
、
田
圃

の
中

に
濁
り
座
は

つ
て
居
る
。
中
腹
か
ら
上
ぼ
若
松
が
並
ん
で
、
天
氣

の

都
合
で
ホ
ワ
イ
ト
を
多
く
含
ん
だ
緑
色
を
示
し
て
居
る
。
下
に
黄
色
を
多

分

に
有

っ
た
枯
草
が
奇
麗

に
包
ん
で
居
る
。

一
寸
も
の
に
成

り
相
だ
か
ら

始
め
る
こ
と
に
し
た
。
 

輪
廓
を
終
る
迄
は
、
歩
行
し
た
勢
で
稍
我
慢
も
出
來
た
が
、
着
色

に
か
か

つ
た
頃
は
、
足
の
爪
先
か
ら
手
先
と
言

つ
た
順
序
に
小
振
動
を
始
め
、
途

に
全
身
に
及
ん
で
來
た
。「
既
に
我
が
事
止
ぬ
る
哉
」
と
言
ふ
文
句

は
恐
ら

く
こ
ん
な
場
合
に
間
に
合
ふ
逃
げ
道
で
、
堕
落
に
進
む

一
里
塚
だ
。
進
む


